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⑺

善
行
市
民
セ
ン
タ
ー
改
築
事
業  

実
施
設
計
の
進
捗
状
況
を
報
告
総　務

藤
沢
６
５
２
号
線
歩
道
築
造
工
事

歩
行
者
の
安
全
確
保
に
努
め
る

補正予算

新
・
行
財
政
改
革

４
年
間
の
取
り
組
み
を
総
括

―
行
政
改
革
等
特
別
委
員
会
―

台
風
第
21
号
に
よ
る
本
市
の

被
害
等
に
つ
い
て
報
告

―
災
害
対
策
等
特
別
委
員
会
―

　

総
務
常
任
委
員
会
は
、
12
月

11
日
に
開
催
さ
れ
、議
案
３
件
、

陳
情
２
件
を
審
査
し
た
。
そ
の

結
果
、
議
案
は
全
て
可
決
す
べ

き
も
の
、
陳
情
は
全
て
趣
旨
不

了
承
と
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
①
個
人
住
民
税
に
係

る
特
別
徴
収
税
額
通
知
（
特
別

徴
収
義
務
者
用
）
へ
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
記
載
②
市
民
セ
ン
タ
ー

改
築
事
業
の
取
組
状
況
③
市
職

員
の
不
祥
事
事
案
に
係
る
こ
の

間
の
経
過
及
び
再
発
防
止
に
向

け
た
取
組
状
況—

以
上
３
件

に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

〇
市
民
セ
ン
タ
ー
改
築
事
業
の

取
組
状
況
に
つ
い
て

　
〈
市
の
説
明
〉

　

善
行
市
民
セ
ン
タ
ー
改
築
事

業
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
６

月
の
基
本
構
想
か
ら
29
年
６
月

の
実
施
設
計
ま
で
、
建
設
検
討

委
員
会
に
よ
り
19
回
に
わ
た
り

検
討
を
積
み
重
ね
て
き
た
。

　

新
施
設
の
整
備
コ
ン
セ
プ
ト

に
つ
い
て
は
、
全
体
的
な
コ
ン

　

災
害
対
策
等
特
別
委
員
会
は
、

11
月
10
日
に
開
催
さ
れ
、
台
風

第
21
号
に
よ
る
被
害
等
に
つ
い

て
審
査
し
た
。

〇
台
風
第
21
号
に
よ
る
被
害
等

に
つ
い
て

　
〈
市
の
説
明
〉

　

平
成
29
年
10
月
23
日
の
明
け

方
に
本
市
に
最
も
接
近
し
た
台

風
第
21
号
に
よ
り
、
全
国
的
に

暴
風
と
な
り
、
太
平
洋
側
で
は

猛
烈
な
し
け
と
な
っ
た
ほ
か
、

台
風
の
接
近
が
満
潮
時
に
重
な

っ
た
た
め
、
高
潮
等
に
よ
る
被

害
が
発
生
し
た
。

　

避
難
状
況
と
し
て
、
水
害
避

難
所
に
つ
い
て
は
、
全
76
カ
所

を
開
設
し
、
そ
の
う
ち
16
カ
所

の
水
害
避
難
所
に
お
い
て
、
計

33
名
の
避
難
者
を
受
け
入
れ
た
。

　

11
月
２
日
時
点
の
集
計
結
果

に
お
け
る
被
害
状
況
と
し
て
、

人
的
被
害
に
つ
い
て
は
、
ゼ
ロ

件
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
主
な
物

的
被
害
に
つ
い
て
は
、
床
下
浸

水
が
14
件
、
床
上
浸
水
が
７
件

等
で
あ
っ
た
。

　

被
害
を
受
け
た
本
市
公
共
施

設
等
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に

点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

２
次
災
害
の
防
止
及
び
市
民
生

活
の
維
持
等
を
図
る
た
め
、
応

急
安
全
対
策
や
暫
定
復
旧
修
繕

等
を
行
っ
た
。
ま
た
、
被
害
規

模
の
大
き
な
施
設
等
に
つ
い
て

は
、
復
旧
工
事
等
の
実
施
に
向

け
て
、
復
旧
に
係
る
具
体
的
な

手
法
及
び
予
算
措
置
並
び
に
工

事
等
の
実
施
時
期
な
ど
の
調
査

・
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
市
公
共
施
設
の
主
な
被
害

状
況
と
し
て
、
観
光
施
設
に
お

け
る
主
な
被
害
場
所
は
、
江
の

島
岩
屋
及
び
稚
児
ヶ
淵
レ
ス
ト

ハ
ウ
ス
で
あ
る
。
岩
屋
の
第
二

階
段
が
大
規
模
に
崩
落
し
、
ま

た
、岩
屋
洞
窟
内
に
お
い
て
は
、

岩
石
等
が
流
入
・
散
乱
し
て
お

り
、岩
屋
に
つ
い
て
は
、現
在
、

閉
洞
し
て
い
る
。
な
お
、
地
形

的
な
状
況
か
ら
、
岩
屋
周
辺
を

含
め
、
短
期
的
な
修
繕
工
事
が

可
能
な
も
の
と
期
間
を
要
す
る

も
の
が
あ
り
、
復
旧
に
向
け
た

修
繕
工
事
の
方
法
等
を
検
討
し
、

年
度
内
を
め
ど
に
準
備
が
整
っ

た
場
所
か
ら
、
段
階
的
な
営
業

の
再
開
を
目
指
し
て
い
る
。

　

漁
港
及
び
水
産
関
連
施
設
に

お
け
る
主
な
被
害
場
所
と
し
て
、

片
瀬
漁
港
の
荷
さ
ば
き
施
設
の

扉
等
が
破
損
し
、
ま
た
、
同
漁

港
の
陸
域
施
設
で
大
量
の
漂
流

ご
み
や
砂
が
堆
積
し
た
。な
お
、

同
漁
港
に
つ
い
て
は
、
堆
積
物

処
理
等
の
応
急
措
置
が
終
了
し

て
い
る
が
、
転
落
防
止
柵
等
の

安
全
管
理
施
設
が
被
災
時
の
状

態
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
西
プ

ロ
ム
ナ
ー
ド
の
立
ち
入
り
を
禁

止
し
て
お
り
、
破
損
箇
所
の
修

繕
工
事
等
を
検
討
し
て
い
る
。

　

公
園
施
設
に
お
け
る
主
な
被

害
場
所
と
し
て
は
、
鵠
沼
海
浜

公
園
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
の
臨
時

駐
車
場
に
お
け
る
外
周
フ
ェ
ン

ス
等
が
破
損
・
脱
落
し
て
い
る
。

な
お
、
同
パ
ー
ク
内
の
砂
の
除

去
な
ど
、
応
急
措
置
が
お
お
む

ね
終
了
し
、
ほ
ぼ
平
常
ど
お
り

供
用
し
て
お
り
、
現
在
は
、
外

周
フ
ェ
ン
ス
等
の
破
損
箇
所
の

修
繕
工
事
等
を
検
討
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
の
本
市
公
共
施
設
を

含
ん
だ
被
害
に
係
る
損
害
額
の

概
算
に
つ
い
て
は
、
11
月
９
日

ま
で
の
集
計
と
し
て
、
合
計
約

１
億
４
８
０
０
万
円
で
あ
る
が
、

未
算
定
の
金
額
も
あ
り
、
今
後

変
動
す
る
場
合
が
あ
る
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
高
潮
に

対
す
る
避
難
対
策
等
の
さ
ら
な

る
充
実
強
化
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
ま
た
、
引
き
続
き
、
被
害

等
へ
の
対
応
を
進
め
る
と
と
も

に
、
こ
の
た
び
の
経
験
を
生
か

し
、
災
害
復
旧
へ
の
迅
速
な
対

応
を
図
っ
て
い
く
。

　

３
階
は
、
多
目
的
ホ
ー
ル
、

談
話
室
、
文
化
室
、
実
習
室
を

配
置
す
る
。

　

屋
上
階
は
非
常
用
の
自
家
発

電
設
備
な
ど
の
設
備
ス
ペ
ー
ス

と
な
る
ほ
か
、
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト

や
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に

つ
い
て
は
、
29
年
度
中
に
実
施

設
計
を
ま
と
め
、
30
年
度
に
市

民
セ
ン
タ
ー
棟
の
建
設
工
事
に

着
手
し
、
31
年
度
末
の
供
用
開

側
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
駐
車
場
を
引
き
続
き
活
用
し

て
25
台
分
を
計
画
す
る
。

　

新
施
設
の
１
階
は
、
市
民
セ

ン
タ
ー
事
務
室
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
住
民
交

流
の
場
と
な
る
「
ぜ
ん
ぎ
ょ
う

プ
ラ
ザ
」
及
び
コ
モ
ン
ス
ペ
ー

ス
を
配
置
す
る
。
そ
の
ほ
か
に

は
授
乳
室
及
び
エ
レ
ベ
ー
タ
を

設
置
す
る
と
と
も
に
、
み
ん
な

の
ト
イ
レ
は
各
階
に
配
置
す
る
。

ま
た
、
体
育
室
に
つ
い
て
は
、

名
称
を
「
健
康
プ
ラ
ザ
」
と
す

る
と
と
も
に
、
防
災
備
蓄
倉
庫

を
併
設
す
る
。

　

２
階
は
、
市
民
図
書
室
、
地

区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、

談
話
室
を
２
室
、
和
室
、
保
育

室
、
公
民
館
利
用
サ
ー
ク
ル
等

の
団
体
ロ
ッ
カ
ー
室
の
ほ
か
、

地
域
活
動
団
体
コ
ー
ナ
ー
を
配

置
す
る
と
と
も
に
、
保
育
室
に

は
幼
児
用
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
。

セ
プ
ト
を
「
楽
し
く
、
元
気
な

日
々
の
暮
ら
し
を
育
む
拠
点
づ

く
り
」
と
し
、
①
交
流
促
進
②

文
化
発
信
③
生
活
安
心
④
人
材

育
成—
以
上
４
つ
の
拠
点
機

能
を
持
っ
た
施
設
を
目
指
す
。

　

実
施
設
計
に
お
け
る
対
象
敷

地
面
積
は
４
７
１
２
・
４
２
平

方
㍍
で
、
道
路
を
挟
ん
で
市
民

セ
ン
タ
ー
側
と
西
側
駐
車
場
・

地
域
利
用
倉
庫
側
に
分
か
れ
て

い
る
。
ま
た
、
新
施
設
の
延
べ

床
面
積
は
、
市
民
セ
ン
タ
ー
棟

が
２
５
６
６
・
５
６
平
方
㍍
、

健
康
プ
ラ
ザ
棟
が
８
１
７
・
６

５
平
方
㍍
の
計
３
３
８
４
・
２

１
平
方
㍍
で
あ
る
。

　

新
施
設
の
配
置
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
市
民
セ
ン
タ
ー
と
旧
平

和
台
住
宅
の
敷
地
を
一
体
活
用

し
て
、
新
し
く
市
民
セ
ン
タ
ー

棟
・
健
康
プ
ラ
ザ
棟
を
配
置
す

る
。
ま
た
、
駐
車
場
に
つ
い
て

は
、
自
動
車
用
30
台
、
自
転
車

用
32
台
、
自
動
二
輪
車
用
10
台

分
を
計
画
す
る
と
と
も
に
、
西

始
を
目
指
す
。
そ
の
後
、
32
年

度
に
は
、
現
市
民
セ
ン
タ
ー
の

建
物
を
解
体
し
、
そ
の
敷
地
に

健
康
プ
ラ
ザ
棟
を
33
年
度
で
建

設
す
る
計
画
と
す
る
。
ま
た
、

住
民
・
利
用
者
等
に
対
し
て
は
、

30
年
２
月
の
地
区
全
体
集
会
に

お
い
て
実
施
設
計
の
説
明
を
行

う
予
定
で
あ
る
。
な
お
、
30
年

２
月
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て

予
算
案
と
し
て
建
設
工
事
費
を

上
程
す
る
予
定
で
あ
る
。

等
の
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

　
特
別
支
援
保
育
に
お
け

る
加
配
職
員
は
、
知
識
や
経
験

が
必
要
と
な
る
が
、
ど
の
よ
う

に
担
保
し
て
い
る
か
聞
き
た
い
。

　
加
配
職
員
に
つ
い
て
は
、

保
育
士
や
幼
稚
園
教
諭
等
の
資

格
が
あ
る
職
員
配
置
を
行
っ
て

お
り
、
可
能
な
限
り
ベ
テ
ラ
ン

職
員
の
配
置
と
な
る
よ
う
に
工

夫
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
ま

た
、
職
員
向
け
に
発
達
障
が
い

等
の
啓
発
講
座
も
計
画
し
て
お

り
、
研
修
に
参
加
す
る
こ
と
に

よ
り
職
員
の
資
質
向
上
に
努
め

て
い
る
。

　

保
育
士
等
に
対
す
る
新

た
な
処
遇
改
善
に
つ
い
て
、
事

業
者
か
ら
の
保
育
士
確
保
に
か

か
る
要
望
に
対
し
、
市
と
し
て

ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
っ
て
い

る
の
か
聞
き
た
い
。

　
法
人
が
求
人
を
行
う
際

に
補
助
金
を
出
す
制
度
を
設
け

て
い
る
ほ
か
、
保
育
士
が
自
分

の
子
ど
も
を
預
け
て
保
育
現
場

に
戻
る
際
に
は
、加
点
を
設
け
、

で
き
る
だ
け
復
職
し
や
す
い
環

境
を
つ
く
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

　

補
正
予
算
常
任
委
員
会
は
、

12
月
12
日
と
21
日
に
開
催
さ
れ

た
。12
月
12
日
の
委
員
会
で
は
、

議
案
４
件
を
審
査
し
た
。
そ
の

結
果
、
議
案
は
全
て
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。

　

12
月
21
日
の
委
員
会
で
は
、

議
案
１
件
を
審
査
し
た
。
そ
の

結
果
、
議
案
は
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
た
。

〇
平
成
29
年
度
藤
沢
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　
〈
主
な
質
問
と
答
弁
〉

　
藤
沢
６
５
２
号
線
歩
道

築
造
工
事
に
つ
い
て
、
踏
切
や

バ
イ
パ
ス
の
出
口
も
あ
る
が
、

歩
行
者
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
っ
て
い

る
の
か
聞
き
た
い
。

　

施
行
業
者
と
も
協
力
を

し
な
が
ら
、
交
通
誘
導
員
の
配

置
の
工
夫
や
、
回
覧
等
に
よ
り

工
事
規
制
の
周
知
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
近
隣
の
小
学
校
の

通
学
路
で
あ
る
た
め
、
毎
週
、

小
学
校
に
対
し
、
工
事
の
工
程

　

行
政
改
革
等
特
別
委
員
会
は
、

11
月
22
日
に
開
催
さ
れ
、
藤
沢

市
行
財
政
改
革
の
推
進
に
つ
い

て
審
査
し
た
。

　

こ
の
日
の
委
員
会
で
は
、
藤

沢
市
新
・
行
財
政
改
革
及
び
藤

沢
市
行
財
政
改
革
２
０
２
０
実

行
プ
ラ
ン
（
案
）
に
つ
い
て
審

査
を
行
っ
た
。

〇
藤
沢
市
新
・
行
財
政
改
革
に

つ
い
て

　
〈
市
の
説
明
〉

　

新
・
行
財
政
改
革
は
平
成
25

年
度
か
ら
５
年
間
を
取
り
組
み

期
間
と
し
て
い
た
が
、
近
年
の

社
会
経
済
状
況
の
変
化
等
に
対

応
す
る
た
め
、
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
藤
沢
市
行
財
政
改
革

善行市民センター改築実施設計におけるイメージ図

歩行者の安全確保のため、交通誘導員を配置

大規模に崩落した江の島岩屋の第二階段

２
０
２
０
を
開
始
す
る
こ
と
に

伴
い
１
年
間
前
倒
し
で
終
了
し

た
こ
と
か
ら
、
４
年
間
の
取
り

組
み
を
総
括
と
し
て
ま
と
め
た
。

　

新
・
行
財
政
改
革
は
、
行
政

の
効
率
化
と
質
的
向
上
を
一
体

的
に
進
め
、
持
続
的
な
行
政
運

営
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
取

り
組
み
を
進
め
て
き
た
。

　

新
・
行
財
政
改
革
の
４
つ
の

視
点
（
市
民
の
視
点
、
財
務
の

視
点
、
組
織
と
人
材
活
用
の
視

点
、
現
場
起
点
の
視
点
）
に
基

づ
く
指
標
は
総
じ
て
良
好
な
結

果
と
な
り
、
行
政
の
効
率
化
と

質
的
向
上
に
つ
い
て
は
一
定
の

成
果
を
得
た
と
捉
え
て
い
る
。

　

全
庁
課
題
で
あ
る
４
つ
の
課

題
（
接
遇
の
向
上
、
５
Ｓ
運
動

の
推
進
、コ
ス
ト
削
減
の
徹
底
、

内
部
統
制
・
法
令
遵
守
の
徹
底
）

に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
の
項
目
も
一
定
の
水
準

を
超
え
る
結
果
と
な
っ
た
が
、

一
部
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は

改
善
の
余
地
が
残
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
個
別
課
題
に
つ
い
て

は
、
当
初
35
課
題
を
設
定
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
分
野
別
個

別
計
画
の
策
定
に
よ
る
進
捗
管

理
に
移
行
し
た
も
の
や
、
課
題

へ
の
取
り
組
み
の
進
捗
に
よ
っ

て
成
果
が
あ
り
、
以
後
は
通
常

課
題
と
し
て
継
続
す
る
な
ど
整

理
を
進
め
、
28
年
度
ま
で
に
15

課
題
に
整
理
し
て
き
た
。
そ
し

て
、
28
年
度
に
取
り
組
ん
だ
15

課
題
の
う
ち
11
課
題
に
つ
い
て

も
、
解
決
に
向
け
た
道
筋
が
つ

い
た
こ
と
か
ら
、
通
常
課
題
に

移
行
す
る
な
ど
、
個
々
の
取
り

組
み
に
進
展
が
あ
っ
た
と
捉
え

て
い
る
。

　

新
・
行
財
政
改
革
に
区
切
り

を
つ
け
、
藤
沢
市
行
財
政
改
革

２
０
２
０
を
29
年
度
か
ら
ス
タ

ー
ト
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
こ

の
４
年
間
で
成
し
得
な
か
っ
た

こ
と
に
継
続
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
。
さ
ら
に
、
質
的
な
面
だ

け
で
な
く
、
量
的
な
面
に
力
点

を
置
い
た
改
革
の
重
要
性
は
日

増
し
に
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
新
・
行
財
政
改
革
か
ら
引

き
継
ぐ
４
課
題
を
合
わ
せ
、
市

政
運
営
の
総
合
指
針
の
「
め
ざ

す
都
市
像
」
の
実
現
に
向
け
、

藤
沢
市
行
財
政
改
革
２
０
２
０

の
取
り
組
み
を
全
庁
を
あ
げ
て

推
進
し
て
い
く
。


